
2025年度 大阪府訪問看護実践研修
教育ステーション事業 実績報告

中河内ブロック（東大阪市・八尾市・柏原市）
ひとつむぎ訪問看護リハビリステーション



目標

• 多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促進する。

• 訪問看護管理者の質の向上を図る研修を行い、チーム運営の円
滑化と管理者の負担軽減に寄与する。

• 体験研修を通じて訪問看護師の確保・育成・定着と、管理業務
に関する質の向上を図る。

• 府民への相談支援を通じて訪問看護の利用促進並びに介護者の
負担軽減に寄与する。



実施概要

計画と実績

事業 内容 結果

(1)研修事業 管理者向け集合研修 1回（8/22） 目標30名／実27名

(2)府民への相談支援 相談会 1回（5/22） 10名参加

(3)訪問看護体験研修 看護業務／管理業務 実績なし（体制引継）

(4)電話・FAX相談Q&A 期間：2025/4/9〜7/30 10件（即日9／翌日1）

(5)コンサルテーション 電話／対面 実績なし（担当体制あり）

(6)その他 （1）〜（5）以外 実績なし



(1) 研修事業：管理者向け集合研修

管理者が限界を迎えないために
―職員の育成と業務負担軽減の両立―

開催日：8/22

場所：訪問看護ステーション彩

形式：講義＋グループワーク

（ファシリテーター5名）

参加：目標30名／実参加27名

理解度（理解できた以上）

96%

満足度（満足以上）

93%

明日からの行動が見つかった

100%



管理者向け集合研修：気づき

効果

• 「任せる＝育成・自走促進」への捉
え直しが進んだ

• 講義→演習→振り返りで、行動に落
とし込めた

• 管理者同士の共有により孤立感の軽
減がみられた

• 委譲の型（範囲・基準・確認頻度）
を現場で再現できる支援が必要

• 委譲の偏りを防ぐ設計（段階付け・
サブ担当）

• 実行定着のためのフォローアップ

（共有の場）が望まれる

課題



(2) 府民への相談支援事業

開催概要

開催日：5/22

場所：リエーブルメイトひとつむぎ

参加：10名

内容：訪問看護の利用方法・在宅ケアに関する相談窓口

方法：訪問看護を研修形式で説明 → 質疑応答

広報：地域包括・地域に根ざすコミュニティナースに協力依
頼しチラシ配布

参加者の主な背景（例）

・以前利用していた
・家族が利用中
・将来に備えて知りたい

多数の質問があり
関心の高さがうかがえた



府民への相談支援：気づき

効果

• 体験談共有とQ&Aで、訪問看護の役
割を生活場面として具体化

• 「どんな時に頼れるか」「家族の安
心」への理解が深まった

• 地域包括等と連携した周知の有効性
を確認

課題

• 対象者／利用開始手順／相談先が分
かりにくい声が多い

• 基本情報（利用できる人・流れ・費
用目安・窓口）を1枚に整理

• 事業所が多い地域では「選び方」も
含めた案内が必要



(4) 電話・FAX相談Q&A

実績

期間：2025/4/9〜7/30

件数：10件

回答：即日 9件／翌日 1件

相談テーマ：制度・算定・運用（要件確認）

主な相談例

・計画書・同意書の運用
・医療/介護の切替
・複数事業所介入
・回数超過等減算
・特別訪問看護指示書
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電話・FAX相談Q&A：気づき

効果

• 想定以上に相談が寄せられ、ニーズ
の高さが確認できた

• 即日中心の回答で、判断の遅れによ
る運用上の混乱を予防

課題

• 頻出論点（特別指示・医療/介護切
替・複数介入・減算）をFAQ化

• 回答テンプレ（判断軸／確認先／根
拠）の標準化

• 相談内容を研修テーマへ還元し、予
防的支援につなげる



未実施事業（実績なし）

(1)研修事業
(ACP研修)

・看護業務：実績なし
・管理業務：実績なし

（テンダーケア訪問看護ステーション
へ引継ぎ）

・多職種向けACP研修：実績なし
（テンダーケア訪問看護ステーション

へ引継ぎ）

(5)コンサルテーション事業

・担当：テンダーケア訪問看護ステーション
・電話：実績なし
・対面：実績なし

気づき

認定看護師の協力も得られる状態であり、
件数が少なくても小規模から運用を開始し、
実施実績を積み上げていく余地があった。

(3)訪問看護体験研修
(目標：確保・育成・定着)



目標評価

未達 ① 多職種向けACP研修

実施に至らず（体制整備は継続）

概ね達成 ② 管理者研修（負担軽減・育成）

参加27/30・行動100%

未達 ③ 体験研修（確保・育成・定着）

実績なし（引継ぎにより体制整備）

一定の成果 ④ 府民相談支援（利用促進）

相談会1回・参加10名



地域（ブロック）の協力体制

協力ステーション（役割）

• テンダーケア訪問看護ステーション
（東大阪市）：広報

• 河内医師会訪問看護ステーション

（東大阪市）：広報

• めぐみ訪問看護ステーション

（東大阪市）：広報

• 訪問看護ステーションリール

（東大阪市）：電話相談事業（精神）

• 訪問看護ステーション彩

（八尾市）：研修会運営補助

• 訪問看護ステーションあんず

（八尾市）：研修会運営補助

• よろこび訪問看護ステーション

（八尾市）：研修会広報

• 実のなる家訪問看護ステーション

（八尾市）：訪問看護体験研修事業

• にじリハ訪問看護ステーション

（八尾市）：電話相談事業

• 訪問看護ステーションすくすく

（八尾市）：研修会運営補助

• Lit訪問看護ステーション

（八尾市）：研修会広報

協力ナース（認定）

• 川瀬 あんず（在宅ケア認定看護師／

 訪問看護ステーション彩）

• 萩野 栄美（皮膚・排泄ケア認定看護師
／河内医師会訪問看護ステーション）

• 橋本 淳子（がん性疼痛認定看護師／

市立柏原病院）

考察（要点）

• ・連携資源の厚みは十分

• ・役割で回せる基盤がある

• ・導線（相談ルート等）の

見える化が鍵



事業全体の効果と課題

効果

・管理者研修で「行動」に落とし込む学びを実現

・府民相談で訪問看護の役割を生活者目線で具体化し、不安整理に寄与

・電話/FAX相談で現場の迷いを迅速に支援し、運用ミス予防に寄与

・協力ステーション多数＋認定看護師の協力など、連携基盤の厚みを確認

課題（次年度への示唆）

・事業ごとの目標／時期／担当／依頼内容を早期に整理・共有

・相談事業は導線（対象・ルート・対応範囲・記録）を見える化して運用

・府民向けは「基本情報1枚」と周知の継続で利用促進につなげる
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